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機能名 step数 機能名 step数
共通処理 460 科目マスタ登録 360
ログイン 100 科目マスタ修正／削除 490
メニュー 160 履修登録 550
学生マスタ登録 160 履修更新 1,900
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履修登録システムを題材としたシステム開発教育方法の提案
５．まとめ
　学生が使用できる履修登録の電子化を実現したことにより、課題として設定した「記入チェック
の軽減」、「待ち行列の解消」、「遠隔登録」を実現する目処がついた。次年度の開発案件として、集
中講義に代表される「別途、定める日程で実施する科目」の登録機能、毎年年度始めに改訂される
科目データを、現行情報システムから新情報システムへ移行する機能、教員マスタメンテナンス機
能を作成することが挙げられる。これらの機能が完成すると、実際に新情報システムを運用し、そ
の効果を測定する計画である。その際、紙媒体に印刷する運用をなるべく抑え、メール等で受け付
ける運用を推進することにより、ペーパーレスの効果も得ることが可能となる。これにより、二酸
化炭素排出量の低減に少しでも貢献できると考える。
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注
１　ユーザとコンピュータを結ぶもの。本論文では情報システムの入力画面を指す。
２　試作品。
３　開発工程をいくつかの段階に分け、滝が上流から下流に向かって流れ落ちるように、上から下に順番に作業を進める方法。
４　利用者の要求を目にみえる形で確認できるように、ある程度要求仕様が決まった段階でプロトタイプをつくる。これを
実際に利用者に使用させ、要求仕様の確認や変更を行っていくことにより、利用者の要求との整合性をとりながら開発
していく開発方法。
５　初期の段階から情報システムを独立性の高い機能に分割することができる場合がある。この場合、部分ごとにウォータフォー
ルモデルにもとづいて設計・プログラミング・テストをくりかえし、全体をつくり上げていく開発方法。
６　システムの利用者自身がシステムの開発を行うこと。
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